
2022 年度 第５回課題研究 

対象者 Ｊ２(2021 年期生)及び希望者向け 

テーマ 

2023 年 10 月 1 日より、消費税法において適格請求書等保存方式（以下、「インボイス制

度」という。）が導入されます。そこで下記について述べなさい。(2 月 28 日時点の税制に基

づくこと。) 

 

１．インボイス制度の概要について簡潔に述べなさい。【400 字程度】 

 

 

２．「ケーススタディ」 【1,200 字～2,000 字】 

 あなたは顧問税理士です。複数のクライアントからインボイス制度についての相談を受け

ました。以下の a、b それぞれのケースについて述べなさい。 

 

a.免税事業者 

 クライアントは飲食店（個人事業主）を営む免税事業者であり、インボイス制度の導入に伴

い、インボイス登録事業者になるかどうか検討しています。 

どのような選択肢がとり得るか、それぞれの選択肢のメリットデメリットに触れながらクラ

イアントへ説明してください。 
 

（参考）以下のポイントについて考慮してください。 

・消費税の計算方法（本則課税・簡易課税）の選択との関係 

・飲食店の顧客属性 

・インボイス制度上の経過措置・緩和措置の影響 

 

b.課税事業者 

クライアントは、複数の仕入先を抱える課税事業者です。多くの仕入先は個人事業主であ

り、その多くは免税事業者です。この場合の税額計算・申告作業への影響を懸念しています。

実務上想定される税額計算への影響をクライアントへ説明してください。 
 

（参考）以下のポイントについて考慮してください。 

・仕入先のインボイス番号取得状況による税額計算・申告作業の相違点 

・インボイス登録事業者とならない仕入先 
 

以上 

必要字数 計 1,600 字～2,400 字 

提出期限 2023 年 6 月 6 日（火）23:59 必着 

提出形態 Ｗord ファイル形式で提出する事 


